
❖講演者：レイモン･ルンブエナモ博士
           （キンシャサ大学／教授、熱帯林･土地管理に関わる UNESCO 地域大学院大学
              （ERAIFT）／教授、世界銀行／資源管理専門家、元 WWF 地域局長）

❖日　時：2018 年 12 月 6 日（木） 17:40 ～ 19:10
❖場　所：東京外国語大学 研究講義棟 317 教室

❖言語：英語
❖参加費：無料
❖事前申し込み：不要（どなたでも参加できます）
❖共催：日本アフリカ学会関東支部、アフリカン･ウィークス 2018 実行委員会

現代アフリカ地域研究センターでは、日本アフリカ学会関東支部およびアフリ
カン･ウィークス 2018 実行委員会との共催で、第 25 回 ASC セミナーを開催します。
気候変動の影響を受けて縮小を続けるチャド湖の消滅を防ぐため、コンゴ盆地

を流れるコンゴ川流域の水を移転するという計画が構想されています。コンゴで
長く自然保護に取り組んできたルンブエナモ教授が、この計画の妥当性を問いま
す。
レイモン・ルンブエナモさんは、元 WWF 地域局長で、現在はキンシャサ大学お

よび熱帯林・土地管理に関わる UNESCO 地域大学院大学（ERAIFT）教授、また世界
銀行で資源管理専門家を務めています。

お 問 い
合わせ先

東京外国語大学現代アフリカ地域研究センター

住所：〒183-8534　東京都府中市朝日町 3-11-1　研究講義棟 4F 401E2 号室
TEL＆FAX：042-330-5540　e-mail：africanstudies-center@tufs.ac.jp


